
貴重書の有効利用について
一貴重書室改修 とデジタル化一

収書整理課 山 元 秀 明

一口に貴重書 といっても、豆本とよばれる小

さな本から先述のエジプ ト誌などの特大本まで、

また巻物や掛け軸の類から一枚ものの文書など、

本当に様々な形態の ものがあ ります。それら

の資料 を系統立てて配架で きるように、収蔵

力には余裕 を持たせました。そのため、書棚

の棚板の奥行きは3種 類のサイズを用意 し、

さらに、書棚 に収納できない資料のために、

棚前面の前板 を取 り外 し式 としたスライ ド式

収納棚 を設けました。展示スペースは二箇所

に分散 させ ました。のぞき型展示ケースは、

上面 ・前面 ・後面 を透明ガラスとして桟を使

わず、二方向から見やす くしています。また、

展示品を並べやす くするために、前面スライ

ド引 き出 し式としています。展示棚は展示す

る高さおよび角度を変更できる棚受けを採用し、

掛 け軸等の展示用 にピクチ ャーレールとハ ン

ガーを設置 しています。展示棚 の下部収納部

は長い巻物等 に対応出来るよう、前面扉をア

コーディオン式に しました。閲覧スペースと

して4人 掛けの閲覧机3台 を配 し、調査 ・研

究をは じめ、生 きた資料 を使 っての授業を実

施で きるようにしています。室内の空調管理

中央図書館貴重書室には貴重書 ・準貴重書 ・

コレクシ ョンを含めて約5000冊 の図書が

あ ります。これ らは図書館の役割としての文

化遺産の継承 とい う立場から収集 してきた も

のです。インキュナブラと呼ばれる15世 紀

印刷物をはじめ、デカルト・パスカル ・ルソー ・

コペルニクス ・シェイクスピアなどの著述に

よる各学問分野の古典 ・名著の初版本、シー

ボル ト・小泉八雲などの西洋人による日本お

よび東洋研究書 などがあります。また、日本

を中心 とする 「西洋古版 日本 ・アジァ地図集

成」、18・19世 紀 ドイツ通俗文学 コレク

ションである 「キス トナー ・コレクション」、

畳一畳ほどの特大本 も含むナポレオンの 「エ

ジプ ト誌」なども所蔵 しております。

これ らの貴重書を広 く活用するために、 ま

ず貴重書室の改修計画を立て、平成12年 度

に実施 しました。書庫機能重視であった貴重

書室は、書庫スペース、展示スペース、さら

に少人数のゼミなどの授業 にも対応できる閲

覧スペースを設けて、保存 ・展示 ・閲覧の3

つの機能を兼ね備えた斬新 な貴重書室に生 ま

れ変わ りました。この改修 は、図書館が進め

てきた 「閲覧用机の変更 ・更新」、 「積層書

庫内の環境改善」、 「開架書架の増設 ・更新」

に続 くもので、 「図書館施設の環境改善」の

ひとつ として、さらには大学が進める 「教室

外の学習環境の整備」の一環 として、まさに

文部科学省のすすめる 「教育 ・学習方法等の

改善」 とい う趣 旨 ・目的に沿ったものであり

ました。その後、私立大学等経常費補助金事

業として採択されたことを申し添えておきます。

改修にあたっては、まず書庫スペースを十

分に確保することを念頭にレイァウトしました。
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そこで、保存 と利用 を両立するために複写物

を作成 しそれを利用する、つ まり、デジタル

化 という手法が有効なのです。

デジタル化の利点としては、先に述べた保

存 と利用の両立が挙 げられますが、何時でも

何処でも自由に利用できるので、研究者 ・学生 ・

市民に対 し広 く公開で きることや、複数の利

用者が同時に一つの資料 を利用で きることが

挙げ られます。また、原資料のバ ックアップ

機能を持 たせ ることができ、資料によっては

画像データ処理によって原初の姿に近づけたり、

肉眼では判別 し難い文字な ども細部にわた り

拡大 して見ることが可能になった りします。

中央図書館が所蔵する貴重書のなかで、デ

ジタル化 を必要 とする、もしくはデジタル化

に値す る資料 として考えられるのは、ナポレ

オンの 「エジプ ト誌」 と 「西洋古版 日本 ・ア

ジア地図集成」であ りました。前者はタイ ト

ルページに 「エジプ ト誌、フランス軍の遠征

中にエジプ トで行った観察 と研究の集成」 と

あ ります。これは、ナポレオンのエジプ ト遠

征軍に随行 した150名 以上からなる学術調

査団による調査報告書であ ります。 ピラミッ

ドをはじめとする古代遺物 ・動植物 ・生活様式 ・

産業などの、古代から当時代に至る歴史 ・地理 ・

博物に関する全事象 を記録 した集大成として

出版 されました。1809年 から分冊形式で

順次出版され、ナポレオンが失脚 して王制復

古 になっても、ルイ18世 のもとで国家的事

業として出版は継続 されました。ナポレオン

が流刑の地セン トヘレナ島で没 した翌年の1

822年 にようや く完結 したのです。本館所

蔵本は本文9冊 、図版13冊 、図版解説1冊

の合計23冊 で構成 されてお り、本文はフォ

リオ判(25.4cm×40.7cm)、 図版はグランド・

ア トラス判(53.4cm×70.2cm)お よびエ レフ

ァン ト判(70.2cm×106.8cm)で す。内容は 「古

代篇」 「現代篇」 「博物篇」 「地図篇」の4

つに分かれ、894葉 の図版のうち61葉 は

カラー図版で、特に博物篇の鳥類 と化石鉱物

の図版はきわめて美 しい色刷 り手彩色仕上げ

になっています。後者は本来地図帳の1ペ ージ

は24時 間体制 を採 り、照明は閲覧を考慮 し

て照度を上げるとともに、資料を傷 めないよ

うに博物館用の紫外線 カットタイプを採用 し

ています。書棚 には、通気性 を高め、空気 を

積極的に循環 させるよう、背板 と棚板の間を

空け、天板 と巾木に通気孔ガラリを設置 しま

した。防虫のために各通気孔 ガラリにはネ ッ

トを張 り、また防塵のためには、上部 と下部

のガラリは取 り外 して溜まった埃等を除去で

きるように設計 しました。

このように、既存の部屋の改修ではあ りま

したが、今 まである意味では眠っていた貴重

書に光をあて、有効利用を第一に考えて、設

計段階から細部にわたって検討を重ねた結果、

保存 ・展示 ・閲覧という3つ の要素が調和 し

た画期的な貴重書室が出来上がったと自負 し

てお ります。平成13年5月 に開催 した披露

展示会には、中央図書館が誇 りうる東西の名

著 を約50点 展示 しましたが、図書のすば ら

しさもさることなが ら、書棚や展示ケースな

どの家具への驚 き ・反響が多 くあ りました。

なかには、 「家具の展示会ですか」と冗談め

か して言われるなど、木製の家具で統一 した

室内は資料 にも人にも優 しい温かみのある空

間になり、世界的な貴重書 に見合 う素晴らし

い貴重書室として、内外に誇れるものにな り

ました。図書館のみな らず大学のひとつの顔

として、貴重書 とともに貴重書室 をもっとも

っとアピールしていきたいと考えております。

つぎに取 り組んだのが貴重書のデジタル化

であ ります。資料 は十分な管理下 において も

少 しずつではあ りますが劣化 していきます。

また細心の注意 を払って も、利用することに

より破損などの危険が生 じます。一般図書な

ら替わ りを用意できますが、貴重書について

は不可能です。劣化を防ぐための方策として、

保存環境を整 える、つまり気温20℃ ・湿度5

5パ ーセン ト・遮光の保存条件を遵守するこ

とや、中性紙の保護紙や保存箱を使うこと、

調湿紙の利用、さらには脱酸処理などが挙 げ

られますが、これ らに も限界があ ります。貴

重書の保存と利用は二律背反にあるといえます。



も行い、何 よりも資料を傷 めないことに主眼

を置 きました。つ ぎに、撮影 した画像 をスキ

ャナーで読み込み、高解像度でデジタル化処

理 を施 しました。撮影に1ヶ 月半、スキャニン

グに2ヶ 月弱、そ してデータ作成と保存 に1ヶ

月半ほどの時間を要 して画像データが出来上

がりました。これによって、厳密な色彩 ・文字 ・

線画 ・質感の再現が可能になり、色彩 などが

劣化 しない鮮明な画像を保つ ことができるよ

うになったのです。

画像データ作成と並行 して、各図版の説明(キ

ャプシ ョン)を データ化 しました。エジプ ト

誌 については、図版 ごとに大 きな見出 しとそ

の図版についての説明があります。例えば、 「メ

ンフィスのピラミッド ー 南東から見たスフィ

ンクスと大 ピラミッド」や、 「爬虫類 一 エジ

プ トコブラ」な ど、もちろんフランス語で書

かれています。それらに英語訳 と日本語訳 を

つけ、3ヶ 国語による図版説明をするとともに、

3ヶ 国語による検索 を可能にしました。図版番

号はもちろん、カラー ・白黒の別や判型など

の属性 もデータ化 したので、例 えば 「エ レフ

ァン ト判 のカラー図版」 とい うような検索 も

可能です。訳 については、生物の学名で 日本

名がない ものな ど不十分な点 もあ りますが、

体裁はなんとか整えることができたと考えて

います。古版地図については、地図製作者 ・

地図名 ・刊行地の原語を日本語 に訳 し、原語

と日本語での検索が可能です。また刊行年に

ついての検索 もできます。

画像データと説明データをあわせて、エジ

プ ト誌お よび古版地図で各1枚 のCDに 仕上げ

ました。それぞれメニュー画面 ・一覧画面 ・

詳細画面お よびその拡大画像 ・検索画面 とい

う構成 になってい ます。検索画面にはヘルプ

画面をつけて検索の便 を図 り、詳細画面には

図書館が管理するためのデータも盛 り込みま

した。さらに、非常に細かい図版については、

部分的に撮影 した画像を補完画像 として付与

しました。ノー トパ ソコンでの使用 を前提に

したのと、データの扱いを考えて画像 を軽 く

したために、拡大画像について若干の不満は

であった地図を1枚 ずつ額装 した全124点

のコレクシ ョンです。16世 紀前半の想像図

か ら、ポル トガル人の東洋進 出にともなう独

立 日本地図、 さらに樺太探検 による北方地図

をも含み、ヨーロッパ人の手になる16世 紀

か ら18世 紀末 にわたる日本地図の変遷 を辿

ることができる資料です。カラーの地図が多 く、

サイズは様々ですが、中にはエジプ ト誌のエ

レファン ト判 と同程度の大 きさのものもあ り

ます。

平成13年 度は、エジプ ト誌の図版 と古版

地図のデジタル化 を実施 しました。デジタル

化には様々な手法があ ります。デジタルカメ

ラは日々進化 していますが、まだまだフィル

ム品質 とは大 きな差があ ります。よって、高

品質で汎用性の高いデータを得るためには、

フィルムで撮影 を行い、高精細スキャンによ

ってデジタルデータを取得する方法が適切で

あると考えました。 フィルムとデータ双方を

同時に保存することが最 も安全で確実性の高

い方法であるといえます。

本館 の場合 も原資料 を大判 のカラーフィル

ムで高精度に撮影することか ら始めました。

最 も注意する点は原本を傷めることなく作業

を進めることです。そのために、貴重書や国

宝級の美術品 ・工芸作品の撮影に携わってい

るスタッフの技術 もさることながら、貴重書

を取 り扱 う知識 と豊富な経験 を求めました。

撮影機具の落下 など万一の事故を考えて、本

の真上に撮影機 を据えた りしないような工夫
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学内外か ら120名 を超える方々にお越 しい

ただ き、盛会裏に終 えることがで きました。

この場 を借 りて御礼申し上げます。

平成14年 度はエジプ ト誌の本文を対象に、

デジタル化事業を継続 して実施 してお ります。

フォリオ判9冊 、約7300ペ ージにわたる

本文をマイクロフィルムに撮影 し、それをス

キャナーで読み込み、高解像度 にてデジタル

化するとういう手法で、原資料の厳密な文字

の再現 を目指 しています。全文データベース

に してさらに翻訳するなどという壮大 な計画

ではな く、文字情報 を画像 データとして扱っ

て既存の図版 とのリンク ・連動 をはかる予定

です。 これによって、エジプ ト誌のデジタル

化がひとまず完結することにな ります。この

事業 も貴重書室改修 と並んで、文部科学省の

補助金対象 として申請しています。

秘蔵か ら公開 ・有効利用へ、という考えで

は じめた貴重書室改修 と貴重書のデジタル化

であ りますが、計画か ら約4年 の歳月を経て

ようや く実のあるものにな りました。貴重書

の保存問題は永久に続 くものであ り、改修後

の貴重書室の管理および運営、今回作成 した

デジタルデータの運用管理、新たなデジタル

化計画などまだまだ問題が山積 しています。

何 よりも所蔵する貴重書の 目録 ・解題作成 と

いう重要課題は残されたままになっています。

これ らを念頭 に置 きつつ、今回の改修 とデジ

タル化 とい う2つ の事業にかかわった方々を

は じめ、本館が誇 りうる財産である貴重書の

収集 ・整理に今日まで携わってこられた方々に、

改めて感謝の意を表す次第であ ります。

(2002.9.30言 己)

残 りますが、十分見 ごたえのあるものになっ

たと思います。このCDと は別に、デジタルア

ーカイブとして超高精細のデジタルデータを

エジプ ト誌はCDl85枚 に、古版地図はCD2

7枚 に収めました。これらを拡大してみると、

宮殿の壁画の細部や、昆虫の触覚など、肉眼

では判別不可能 なものがはっきりと浮かび上

が り、デジタル化 のすばらしさを垣間見 るこ

とがで きます。ただ、現在はホームページに

一部分紹介 しているに過 ぎず、広 く利用で き

る状況にはありませんが、将来的には有効利

用を進めてい きたい と考えています。

エジプ ト誌図版のデジタル化を記念 して、

平成13年ll月 には荒俣宏氏をお招 きして

講演会 「エジプ ト誌 とデジタルアーカイブ」

を開催 しました。荒俣氏は350万 部を超え

るベス トセラー 「帝都物語」 の著者であるこ

とはよく知られていますが、蔵書家、読書家、

また博物学者 としても著名であります。なに

よりもエジプ ト誌 について造詣が深 く、今回

の講演テーマを語 るに最 もふさわしい人であ

りました。氏が用意 されたスライ ドと今回デ

ジタル化 したデータを駆使 して、神殿の図版

に考古学的な分析 を加 えた り、 ピラミッドの

描写がこのときに始めて正確 になされたこと

を示すなど、実に興味深い内容でした。そして、

このデジタル化 による研究成果を大いに期待

されていました。時期 を同じくして開催 しま

した第8回 中央図書館蔵書展 「博物学へのい

ざない」に も立ち寄 りいただき、展示中の博

物学関係の貴重書 をは じめ、東西交渉史関係

資料の充実に驚かれていました。講演会 には


